
Ⅲ 事例研究のまとめ 

4．地域で子どもを育てる住民の意識について  

 

（４）身近な公民館での子どもの文化クラブ活動 

 

 【 事例１６の特色 】 

 

 黒磯市「子どもチャレンジクラブ・カルチャーコース」では、前期に「パソコン」「陶芸」「ペイント」の３つのクラブで

合計３０回、後期に前期の内容に「クッキング」を加え、４つのクラブで合計３５回のシリーズで、参加する子どもたちが活

動の成果を身に付けられるよう設定している。また、子どもたちの興味・関心にそった複数のプログラムを用意し、身近にあ

る公民館区内の小・中学生を対象に実施しているため、子どもたちにも参加しやすい条件が整っている。 

 

 《事例１６》 

 

１．事業の概要 

事 業 名  子どもチャレンジクラブ・カルチャー

コース （黒磯市） 

定  員  前期：５２名 

後期：７０名 

実施主体  黒磯市厚崎公民館、厚崎地区子供会育

成会連絡協議会 

実施曜日  主に第１、第３土曜日  

事業のねら

い  

・体験・創作活動機会の提供。 

・異年齢・他校生との活動で仲間づくり

の一助とする。 

・学ぶ楽しさ経験と主体性育成。 

実施回数 前期３０回、後期３５回 

実施場所  主に厚崎公民館 

参加対象 主に公民館区内の小中学生 事業開始 平成１４年５月     

《事業の特色》 

・複数のクラブ（プログラム）を設け、選択できるようにした。 

・公民館を中心とした地域の子供たちの文化クラブとして位置づけた。 

・単なる遊びに終始せず、何かを身に付けられる種目を選定した。 

・中途からの参加ができないため、２期制にした。 

 

 

  



２．事業の具体的内容 

【事業の内容・プログラム】 

＜前期：５～９月＞ 

①パソコンクラブ：参加１７名、７回、１９時間。 

     基本操作からうちわ作りまで。 

②陶芸クラブ：参加１５名、１２回、２８時間。 

     土鈴・湯飲み・自由作品製作。 

③ペイントクラブ：参加２０名、１１回、２７時間。 

     ステンシル作品・トールペイント作品製作。 

＜後期：１０～３月＞ 

①パソコンクラブ：参加１７名、９回、２２時間。 

     習熟度別クラス。前期の活動の他に、カード

やカレンダー作成、インターネット活用まで。 

②陶芸クラブ：参加１７名、１１回、２５時間。 

     前期に同じ。 

③ペイントクラブ：参加１６名、９回、２２時間。 

     前期に同じ。 

④クッキングクラブ：参加２２名、７回、２１時間。 

     基本製作と希望メニュー。 

※各クラブとも、特別活動として博物館等の見学が含まれる。 

成 

 

果 

・前期終了時のアンケートでは、ほとんどが満足と答えている。 

・製作体験系のクラブでは完成の感動と自信の他、学ぶ楽しさを体感できた。 

・友人や知人が増えて、仲間の輪が広がった。 

課 

 

題  

・習熟度対応の、より効率的な指導と、親・地域ぐるみの事業推進が必要である。 

・指導者の不足で、しつけ部分まで手が回らない。 

・自身のためのクラブであることを理解させ、自主的・自立的な運営の工夫。  

 

 

  



  参考《子どもチャレンジクラブ募集案内》 

 

 


